
〇総合戦略の４つの基本目標
基本目標１ 菊池の宝を発信し、ひとが繋ぐ“交流のまち”へ
基本目標２ 稼ぐ力の創出で“働きたいまち”へ
基本目標３ 人を大切にし“一人ひとりが輝くまち”へ
基本目標４ 安心・安全な“住みやすいまち”へ

第１章 はじめに

第３章 基本計画

市⻑あいさつ

ごあいさつ

■第１節 計画策定にあたって

■第１節 政策分野と施策の体系・・・図４

第２章 基本構想 ■第２節 総合戦略との関係・・・図５

目指す姿 〇〇〇〇まち
施策１ 〇〇〇〇

資料編
■用語解説、総合戦略（概要版）、策定体制と審
議会の経過など

第３次菊池市総合計画 骨子（案）第３次菊池市総合計画 骨子（案）

１ 計画策定の趣旨
２ 計画の構成・期間・・・図１

2022年度（令和４年度）〜2029年度（令和11年度）
３ 計画の位置づけ・・・図２
４ 基本方針

社会潮流を踏まえ、市が横断的に取り組む上で念頭
に置くべき方針・姿勢を示します。

■第２節 現状と課題
１ 本市を取り巻く現状（人口や財政状況の現状など）
２ 市⺠の意向（アンケートやワークショップ分析結果など）
３ 重点課題

■第１節 基本理念

■第２節 市の将来像

■第３節 人口ビジョン
１ 基本的な考え方
２ 目指すべき将来の方向性
３ 独⾃推計による⻑期ビジョン

（2065年の目標人口33,000人）
※現行の人口ビジョンから引用します。

■第４節 土地利用
１ 土地利用の考え方
２ 土地利用構想図・・・図３

◆ゾーニングの実施
・自然環境保全ゾーン
・定住促進ゾーン
・農業振興ソーン
・賑わい交流ゾーン など

〔総論〕

〔分野別〕

■第１節 〇〇〇づくり（産業と経済）

目指す姿 〇〇〇〇まち
施策１ 〇〇〇〇

■第６節 〇〇〇づくり（政策推進）

･･･

現行計画は６つの政策分野と11の目指す
まちの姿、28の施策で構成されています。
市⺠アンケートや市⺠ワークショップを
踏まえ、政策及び施策を整理し、分かり
易い体系にする予定です。

図１計画の構成・期間

図２計画の位置づけ

〇人口減少社会への対策 〇大規模自然災害への対応
〇高度情報化社会への対応 〇ＳＤＧsの取り組み
〇感染症等（新型コロナウィルス）への対応
〇市⺠協働のまちづくりの推進
〇多様性を認めあう社会づくりの推進 など

図３土地利用構想図

図４ 政策分野と施策の体系

まちづくりの理念 豊かな水と緑、光あふれる田園文化のまち

将来像

政策分野1 豊富な資源を活用する元気な産業づくり（産業と経済）
賑わいが生まれる観光のまち

施策1 観光戦略の推進
未来につながる農業⼒のあるまち

施策2 菊池ブランドの推進
施策3 農業の振興

活⼒を創出する商⼯業のまち
施策4 商⼯業の振興

政策分野2 学び合いと地域が育む人づくり（教育と文化）
学びを通して人が育つまち

施策5 学校教育の充実
施策6 生涯学習の推進
施策7 スポーツの振興

魅⼒ある郷⼟を⼤切にするまち
施策8 市⺠協働とコミュニティ活動の推進
施策9 交流活動の推進
施策10 歴史文化の保護・活用

一人ひとりが輝き支え合うまち
施策11 男⼥共同参画社会の実現
施策12 人権教育・啓発の推進

政策分野3 みんなで支え合う生涯にわたる安心づくり（保健と福祉）
笑顔で健康に暮らせるまち

施策13 子育て支援の充実
施策14 高齢者福祉の充実
施策15 社会福祉の充実
施策16 健康づくりの推進

政策分野4 自然の恵みを守る安全なまちづくり（自然環境と安全）
美しい自然を後世に引き継ぐまち

施策17 自然環境と景観の保全
施策18 循環型社会の推進

ともに助け合う安心安全なまち
施策19 防災・消防体制の充実
施策20 安全安心なまちづくりの推進

政策分野5 快適で便利に暮らせる基盤づくり（都市基盤と生活基盤）
住みやすさを実感できるまち

施策21 公共交通の充実
施策22 魅⼒あるまちなか整備
施策23 移住定住の促進
施策24 住環境の整備
施策25 上下水道の整備

政策分野6 開かれた市政と⾏財政の効率化（政策推進）
市⺠に開かれた健全な⾏財政運営のまち

施策26 開かれた市政の推進
施策27 ⾏政機能の充実
施策28 財政基盤の強化

政策分野（6）/後期4年間で目指す姿（11）/基本施策（28）
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図５ 総合戦略との関係

合併時に策定された理念を尊重し、第３次総合計画へ
継承します。

市⺠が望む姿と市が考える姿を融合させ、いくつかの
案の中から決定していきます。

◆主な変更点（現行計画と比較）
・人口ビジョンの追記
・総合戦略との関係を追記
・政策分野を基本構想から基本計画へ
・行政評価を一本化
（外部評価委員会で毎年、総合戦略を評価）

資料１


